
　

令
和
３
年
第
１
回
福
岡
市
議
会
（
２
・
３
月
定

例
会
）が
２
月
17
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
関
係
議
案
に
先
立
ち
、２
月
17
日

か
ら
22
日
ま
で
、令
和
２
年
度
関
係
議
案
29
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、22
日
に
全
て
の
議
案
が
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、交
通
対
策
特
別
委
員
会
、都
市
問
題
等

調
査
特
別
委
員
会
、少
子
・
高
齢
化
対
策
特
別
委

員
会
、議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
７
面
に
関
連
記
事
）

　

２
月
24
日
か
ら
は
令
和
３
年
度
関
係
議
案
の

審
議
が
始
ま
り
、市
政
運
営
方
針
と
関
係
議
案
の

提
案
理
由
に
つ
い
て
市
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、

各
会
派
か
ら
の
代
表
質
疑
等
の
後
、３
月
９
日
に

条
例
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
面
に
関
連
記
事
）

　

条
例
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、令
和

３
年
度
関
係
議
案
80
件
お
よ
び
予
算
組
み
替
え

動
議
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
は
令
和
２
年
度
関
係
議
案（
予
算

案
）１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、12
日
に
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、３
月
25
日
に
は
令
和
３
年
度
関
係
議

案（
予
算
案
）１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
で
あ
る
３
月
26
日
に
は
、新
た
に
追

加
提
出
さ
れ
た
議
案（
人
事
案
件
）22
件
を
含
む

令
和
３
年
度
関
係
議
案
103
件
に
つ
い
て
討
論
・

採
決
が
行
わ
れ
、全
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か「
福
岡
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
案
」な
ど
議
員
提
出
議
案
５
件

も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
８
面
に
関
連
記
事
）

　

主
な
議
案
の
内
容
を
２
面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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本会議
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３／９

３／８

３／11
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３／15
　～17

本会議

常任委員会

３／４・５

３／10

条例予算特別
委員会総会

条例予算特別
委員会分科会

市議会ホームページから会議日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。
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●令和２年度関係議案（提案理由説明・質疑・常任
　委員会付託）

●令和２年度関係議案（常任委員会委員長報告・
　討論・採決）　など

２／24 本会議 ●市政運営方針および関係議案の提案理由説明

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

●令和２年度関係議案（追加提出分）（提案理由説
　明・常任委員会付託）

●令和２年度関係議案（追加提出分）（常任委員会
　委員長報告・採決）

●令和３年度関係議案（追加提出分）（提案理由説
　明・質疑・常任委員会付託）

●令和２年度関係議案の審査

常任委員会 ●令和２年度関係議案（追加提出分）の審査

常任委員会 ●令和３年度関係議案（追加提出分）の審査

●代表質疑

本会議 ●質疑

●委員長・副委員長の互選等

●令和３年度関係議案の審査

条例予算特別
委員会分科会 ●令和３年度関係議案の審査

条例予算特別
委員会分科会 ●令和３年度関係議案の審査

条例予算特別
委員会分科会

●令和３年度関係議案の審査

●動議の提案理由説明
●意見開陳・採決

●条例予算特別委員会委員長報告
●常任委員会委員長報告
●令和３年度関係議案（討論・採決）
●意見書案・決議案の採決

３／22
　～24

条例予算特別
委員会総会

条例予算特別
委員会総会

●質疑

●質疑
●条例予算特別委員会（設置・付託）

●
総
額
２
兆
１
５
６
４
億
円
の
当
初
予
算
案
を
可
決

●
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

　

生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
の

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
可
決
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●
一
般
会
計
補
正
予
算　
（
議
案
第
１
号
）

　

補
正
の
総
額
は
４
１
９
億
７
４
９
４
万

７
千
円（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、市
民

を
対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
実
施
す
る
経
費
や
、市
民
が
立

ち
寄
る
来
店
型
の
施
設
等
を
対
象
に
、感

染
症
対
策
の
強
化
を
目
的
と
し
た
物
品
等

の
導
入
費
等
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、子
ど
も
が
利
用
す

る
市
有
施
設
の
手
洗
い
水
栓
の
非
接
触
化

等
に
係
る
経
費
の
増
額
な
ど
で
す
。

〈
賛
成
多
数
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
３
月
11
日
追
加

提
出
分
）　　
　
　
　
　

 

（
議
案
第
110
号
）

　

補
正
の
総
額
は
、４
億
２
５
３
７
万
７

千
円（
増
額
）で
す
。内
容
は
、福
岡
県
知
事

選
挙
お
よ
び
福
岡
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

に
係
る
経
費
の
増
額
な
ど
で
す
。

〈
全
員
賛
成
〉

●
福
岡
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
議
案
第
52
号
）

　

避
難
支
援
等
関
係
者
に
よ
る
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難
支
援
等
の
実
施
を
支
援
し
、

も
っ
て
避
難
行
動
要
支
援
者
の
生
命
ま
た

は
身
体
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、避

難
支
援
等
関
係
者
へ
の
名
簿
情
報
の
提
供

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正 　
　
　
　
　
　

  

（
議
案
第
53
号
）

　

福
岡
市
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
伴
い
、同
施
設
の
使
用
料
の
額
を

定
め
る
も
の
で
す
。　
　
　

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
職
員
定
数
の
改
正 　

  

（
議
案
第
54
号
）

　

児
童
生
徒
数
の
増
加
等
に
伴
う
教
職
員

の
増
員
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
、こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
の
体
制
強
化
等
に
伴
う
増
員
な
ど
の

た
め
、職
員
定
数
を
現
行
の
１
万
６
９
５

７
人
か
ら
１
万
７
２
５
３
人
に
改
め
る
も

の
で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
留
守
家
庭
子
ど
も
会
事
業
の
実

施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
議
案
第
58
号
）

　

児
童
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
鑑
み
、

市
外
に
住
所
を
有
す
る
児
童
の
う
ち
福
岡

市
立
の
小
学
校
に
在
学
し
て
い
る
児
童
を
、

留
守
家
庭
子
ど
も
会
事
業
の
対
象
児
童
に

加
え
る
も
の
で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日

施
行
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正 　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
議
案
第
72
号
）

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

保
険
料
を
減
免
す
る
こ
と
に
伴
い
減
免
の

申
請
の
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、保
険
料
の
減
額
に
係
る

基
準
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も

の
で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
議
案
第
73
号
）

　

介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る

た
め
、保
険
料
率
の
改
定
等
を
行
う
も
の

で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）　
　

 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
衛
生
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正　
　
　
　
　
　
　

   

（
議
案
第
84
号
）

　

食
品
衛
生
法
お
よ
び
食
品
衛
生
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、こ
れ
ら
の
規
定

に
基
づ
く
、飲
食
店
営
業
許
可
申
請
手
数

料
等
の
額
を
改
め
る
等
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。（
令
和
３
年
６
月
１
日
ほ
か
施
行
）

〈
賛
成
多
数
〉

●
市
民
体
育
館
の
施
設
の
一
部
廃
止
な
ど

（
議
案
第
97
号
）

　

市
民
体
育
館
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
鑑
み
、市
民
体
育
館
の
第
２
競
技
場
お

よ
び
本
館
の
廃
止
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
） 〈
賛
成
多
数
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
３
月
25
日
追
加

提
出
分
）　　
　
　
　
　

  

（
議
案
第
111
号
）

　

補
正
の
総
額
は
、
27
億
６
３
０
９
万
９
千

円（
増
額
）で
す
。内
容
は
、児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
や
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世

帯
等
に
対
し
、児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

の
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
経
費
の
増
額

な
ど
で
す
。　
　
　
　
　
　

 

〈
全
員
賛
成
〉

令
和
２
年
度
関
係

令
和
３
年
度
関
係

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

※

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
に
可
決
さ
れ
た

　

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

議案はこちら

　

福
岡
市
で
は
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
策
定
し
た「
福
岡
市
総
合
計
画
」に
お
い

て
、「
都
市
の
成
長
」と「
生
活
の
質
の
向
上
」の

好
循
環
を
創
り
出
す
こ
と
を
都
市
経
営
の
基

本
戦
略
と
し
て
掲
げ
、「
人
と
環
境
と
都
市
活

力
の
調
和
が
と
れ
た
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都

市
」を
目
指
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、人
口
は
１

６
０
万
人
を
超
え
、企
業
の
立
地
や
創
業
が
進

み
、市
税
収
入
は
政
令
市
で
唯
一
と
な
る
７
年

連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、元
気
な

ま
ち
と
し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
、我
が
国
の
国
民
生
活
や
医
療
現
場

は
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、第
３
次
産
業

が
９
割
を
占
め
る
福
岡
市
の
地
域
経
済
も
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
未
曽
有
の
事
態
は
、人
々
の
価

値
観
を
変
化
さ
せ
、個
人
の
生
き
方
そ
の
も
の

が
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、集
中
か
ら
分
散
へ

の
新
し
い
社
会
の
在
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
を
顕
在
化
さ

せ
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
り
、「
デ

ジ
タ
ル
庁
」の
創
設
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
る
な
ど
、ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
変

化
の
流
れ
が
一
気
に
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、福
岡
市
は
、市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、感
染
拡
大
防
止
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
力
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、こ
う
し
た

時
代
の
変
革
期
に
あ
っ
て
こ
そ
、「
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
」と
い
う
発
想
の
も
と
、「
新
し
い
生

活
様
式
」も
踏
ま
え
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
に
な

い
発
想
や
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

し
、社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

基
礎
自
治
体
と
し
て
直
接
市
民
に
接
す
る

現
場
を
持
ち
、か
つ
都
道
府
県
並
み
の
権
限
に

加
え
、さ
ら
に
国
の
規
制
を
改
革
で
き
る
国
家

戦
略
特
区
と
い
う
武
器
を
有
す
る
福
岡
市
が
、

新
た
な
取
り
組
み
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

地
方
か
ら
日
本
を
変
え
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
、そ
れ
が
日
本
を
最
速
で

変
え
て
い
く
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
踏
ま
え
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
、高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
あ
ら
ゆ

る
人
が
そ
の
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
、地
域

経
済
が
力
強
く
発
展
す
る
よ
う
な
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、「
と
り
も
ど
せ
元

気
」を
テ
ー
マ
に
、今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

福
岡
市
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
躍
さ
せ

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
、「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
」の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、「
都
市
の
成

長
」と「
生
活
の
質
の
向
上
」の
好
循
環
を
創
り

出
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
の
市
政
運
営
方
針
か
ら

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
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公
明
党

福
岡
市
議
団

代
表
質
疑

感
染
拡
大
防
止
の
切
り
札
と
期

待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
混

乱
な
く
進
め
る
た
め
に
、
医
師
会
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
の
十
分
な
連
携
と
入

念
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
感
染
症
か

ら
市
民
の
健
康
と
命
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
決
意
を
問
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
市
内
約
７

０
０
カ
所
の
身
近
な
診
療
所
で

の
接
種
を
基
本
と
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
予
見
さ
れ
る
人
な
ど
に
対
応
す
る

基
幹
的
な
病
院
で
の
接
種
、
公
共
施
設

等
で
の
集
団
接
種
、
高
齢
者
施
設
等
へ

の
出
張
接
種
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
医
師
会
等
と
連
携
し
な
が

ら
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
い
経
営
が
続

い
て
い
る
地
場
中
小
・
零
細
企
業

等
に
向
け
、
令
和
２
年
度
に
取
り
組
ん

だ
本
市
独
自
の
経
済
支
援
の
課
題
や
効

果
を
検
証
し
、
経
営
持
続
化
に
資
す
る

積
極
的
な
支
援
策
を
今
後
も
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

地
場
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
本
市

独
自
の
緊
急
経
済
支
援
策
の
成
果
を
踏

ま
え
、融
資
制
度
の
拡
充
や
経
営
相
談

な
ど
、経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。ま
た
、生
活
様
式
や
社
会
ニ
ー
ズ
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
機
会
を
捉
え
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
な
ど
、新
し
い
価
値
の
創
造

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
進
し
て
い
く
。

近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
や
大
型

台
風
の
増
加
な
ど
、
自
然
災
害

の
激
甚
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
大

規
模
災
害
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
行

政
施
設
等
へ
の
被
害
状
況
の
検
証
を
し

っ
か
り
と
行
い
、
課
題
を
抽
出
し
て
本

市
の
災
害
対
策
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
防
災
・
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
信
を
問

う
。

防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
避
難

支
援
と
し
て
、
電
気
自
動
車
を
活
用
し

た
公
民
館
の
非
常
用
電
源
の
確
保
や
、

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
、
災
害

対
策
本
部
機
能
の
強
化
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
に
向
け
た
具
体
的
な
検

討
を
は
じ
め
と
す
る
、
生
活
交
通
の
確

保
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
路
線
拡
充
に
よ
る
バ
ス
の
利
便

性
向
上
や
、
高
齢
者
乗
車
券
制
度
の
維

持
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
基
づ
き
、休
廃
止
対
策

や
不
便
地
対
策
等
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、多
様
な
交
通
手
段
の
特
性
な
ど
の

調
査
・
検
討
を
進
め
な
が
ら
、市
民
や
交

通
事
業
者
と
連
携
し
、持
続
可
能
な
生

活
交
通
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。高
齢

者
乗
車
券
に
つ
い
て
は
、郵
送
・
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
交
付
等
、利
用
者
の
さ
ら
な

る
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
死
亡
者
や
重
症

者
を
で
き
る
限
り
減
ら
し
、
医
療
提
供

体
制
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
接
種
場
所
、
接
種
実

施
人
員
の
確
保
な
ど
、
円
滑
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
構
築
に
万
全
を
期
し
て

ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
市
内
約
７

０
０
カ
所
の
身
近
な
診
療
所
で

の
接
種
を
基
本
と
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
予
見
さ
れ
る
人
な
ど
に
対
応
す
る

基
幹
的
な
病
院
で
の
接
種
、
公
共
施
設

等
で
の
集
団
接
種
、
高
齢
者
施
設
等
へ

の
出
張
接
種
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
医
師
な
ど
の
確
保
や
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
効
果
的
な
ワ
ク

チ
ン
配
送
体
制
の
構
築
な
ど
を
着
実
に

進
め
、
少
し
で
も
早
く
、
よ
り
多
く
の

人
に
接
種
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

障
が
い
者
が
外
出
時
に
身
に
着

け
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
啓

発
や
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
障
が
い

者
手
帳
の
カ
ー
ド
化
や
、
鉄
道
駅
に
お

け
る
耳
マ
ー
ク
の
設
置
な
ど
、
障
が
い

者
が
安
心
し
て
社
会
参
加
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ほ
し
い
が

所
見
を
問
う
。

障
が
い
者
が
安
心
し
て
社
会
参

加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
や
耳
マ
ー
ク
な

ど
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

取
り
組
む
な
ど
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
都

市
・
福
岡
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。
ま
た
、
障
が
い
者
手
帳
の
カ

ー
ド
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
き
の

電
子
化
や
利
便
性
向
上
の
観
点
な
ど
を

踏
ま
え
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
支
援
の
必
要
な
貧
困
世
帯

の
子
ど
も
へ
確
実
に
届
く
食
と
居
場
所

づ
く
り
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
令
和
３
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
具
体
的
に
尋
ね
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
居
宅
へ
の
食
事
配
達
の
交

通
費
を
補
助
対
象
に
追
加
し
、
支
援
団

体
を
増
や
す
な
ど
、充
実
を
図
っ
て
い
く
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ

ロ
、
脱
炭
素
社
会
実
現
へ
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
た
め

の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
排
出
量
取
引
制
度
の
創
設
な

ど
、
低
炭
素
か
ら
脱
炭
素
へ
の
流
れ
を

加
速
さ
せ
る
た
め
に
、
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
世
界
や
国
の

気
候
変
動
対
策
へ
積
極
的
に
貢
献
し
、

新
た
な
都
市
の
成
長
機
会
と
す
る
た

め
、
２
０
４
０
年
度
を
目
指
し
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
進
め
て
い
く
。
市
民
、
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
の
改
定
を
進
め
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
国
の
成
長
戦

略
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
。

問答

答

問答 答

問

問問 答

　

３
月
４
日
、５
日
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
代
表
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
疑
と
は
、市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
案

を
は
じ
め
関
係
議
案
に
つ
い
て
市
当

局
の
姿
勢
や
考
え
を
聞
く
も
の
で
、各

会
派
を
代
表
し
て
７
人
の
議
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら

市
民
の
健
康
と
命
を
守
る
取
り
組
み
を

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
地
場
中
小
・
零
細

企
業
等
へ
今
後
も
積
極
的
な
支
援
を

防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を

生
活
交
通
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化
を

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
を

問答

答問答 グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を

障
が
い
者
が
安
心
し
て
社
会
参
加

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

問 子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
充
実
を

自
由
民
主
党

福
岡
市
議
団

※

１

※

２

※

３

電気自動車から公民館への電力供給

子ども食堂を訪れる子どもたち

録画映像は
こちら
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福
岡
令
和
会

日
本
共
産
党

福
岡
市
議
団

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
活
動
の

停
滞
に
伴
い
想
定
さ
れ
る
、
倒

産
・
失
業
・
解
雇
の
増
加
に
対
す
る
さ
ら

な
る
施
策
展
開
と
、
相
談
体
制
の
拡
充

を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

企
業
の
倒
産
等
に
対
す
る
施
策

に
つ
い
て
は
、
融
資
制
度
の
拡

充
や
、
経
営
相
談
、
専
門
家
派
遣
な
ど

の
総
合
的
な
支
援
に
よ
り
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
失
業
・
解
雇

に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
会
社

説
明
会
の
開
設
や
就
労
相
談
窓
口
で
の

支
援
の
ほ
か
、
国
お
よ
び
県
と
の
連
携

な
ど
に
よ
り
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。本

市
の
成
長
が
著
し
い
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
内
の
地
価
や
家
賃

の
高
騰
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
子
育
て

支
援
策
を
求
め
て
、
現
役
フ
ァ
ミ
リ
ー

世
代
が
市
外
に
移
り
住
む
傾
向
を
強
く

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
負
担
感
が
大
き

い
と
さ
れ
る
現
役
世
代
を
本
市
に
つ
な

ぎ
留
め
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

創
業
支
援
や
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
創
出
を
図
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や
教
育
環

境
の
充
実
に
取
り
組
む
な
ど
、
誰
も
が

働
き
や
す
く
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

感
染
症
対
策
に
係
る
保
健
師
な

ど
の
専
門
職
の
増
員
を
図
る
こ

と
と
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
食
品
衛
生

に
関
す
る
検
査
や
指
導
に
加
え
、
感
染

症
予
防
対
策
に
必
要
な
換
気
の
仕
方
な

ど
、
飲
食
店
が
安
心
し
て
営
業
が
で
き

る
よ
う
な
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
を

高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

感
染
症
対
策
の
中
核
を
担
う
保

健
所
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
長

の
専
任
化
や
保
健
師
等
の
増
員
を
行
う

と
と
も
に
、
業
務
の
集
約
化
、
委
託
化

等
に
よ
り
、
対
策
に
専
念
で
き
る
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
飲
食

店
に
対
し
て
は
、
感
染
症
対
策
に
係
る

相
談
・
助
言
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
が

非
常
時
に
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
に
、

避
難
所
運
営
支
援
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養

成
等
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
実
効
性
の
高
い
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
策
定
し
、
名
簿
を
活
用
し
た

避
難
支
援
体
制
を
全
て
の
校
区
で
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
知

る
自
治
協
議
会
と
の
連
携
を
前
提
に
運

営
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
所
見
を
問
う
。

地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
案
を
提
出
し
て

お
り
、
個
別
計
画
の
作
成
支
援
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
所
の
運
営
を

学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
運

営
を
支
援
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
育
成

を
図
る
な
ど
、
行
政
・
市
民
・
企
業
の

共
創
に
よ
る
防
災
先
進
都
市
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
大
型
開
発
の

推
進
予
算
が
引
き
続
き
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
推
進
を
い
っ

た
ん
停
止
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
検
査
や
補
償
、手
厚
い
ケ
ア

を
最
優
先
す
る
よ
う
に
予
算
を
抜
本
的

に
組
み
替
え
る
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

令
和
３
年
度
予
算
案
は
、
令
和

２
年
度
２
月
補
正
予
算
と
一
体

的
に
編
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
新
た
な
時
代
に
お
い
て
も
、
総

合
計
画
を
推
進
し
、
都
市
の
成
長
と
生

活
の
質
の
向
上
の
好
循
環
を
創
り
出
す

た
め
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
い

る
。

新
し
い
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
策
定
に
際
し
て
、
管
理
職

比
率
等
は
男
女
同
数
を
目
指
す
と
と
も

に
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
そ
の
立
場

を
貫
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を
禁
じ
る
条
例

や
、
多
様
な
性
の
在
り
方
を
尊
重
し
、
差

別
を
禁
じ
る
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
暴
行
脅
迫
要
件
の
撤
廃
な

ど
刑
法
改
正
や
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
の

導
入
の
た
め
の
民
法
改
正
を
国
に
求
め

る
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
問
う
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
女
性
の
管
理
職
登
用
や

本
市
の
審
議
会
等
へ
の
参
画
に
向
け
た

取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
講
演
会

の
実
施
な
ど
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
相
談

に
対
応
し
て
い
く
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
他
都
市
と
の
連

携
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業
や

団
体
に
対
し
て
引
き
続
き
理
解
を
促
進

し
て
い
く
。
刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
改

正
や
、
民
法
の
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導

入
は
、
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
収
束
が
見
通
せ
な
い
の

に
、
来
年
５
月
開
催
に
し
が
み

つ
き
、
事
業
費
が
当
初
よ
り
50
億
円
も

膨
ら
ん
で
い
る
世
界
水
泳
選
手
権
福
岡

大
会
は
中
止
を
提
起
す
べ
き
と
思
う
が

所
見
を
問
う
。

世
界
水
泳
選
手
権
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
加
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
本
市

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
寄
与
す
る
絶
好

の
機
会
で
あ
り
、
引
き
続
き
事
業
費
の

削
減
と
収
入
の
最
大
化
を
図
り
な
が

ら
、
大
会
成
功
に
向
け
開
催
準
備
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
に
公
立
の
平
和
資
料
館
の

設
置
を
求
め
る
運
動
が
、
か
つ

て
な
い
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
戦
争

の
悲
惨
さ
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
、
常
設
の
平
和
資
料
館
を
建

設
す
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
問
う
。

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
正
し
く
伝
え
て
い
く

た
め
、
博
物
館
や
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
戦
時
関
係
資
料
の
展
示
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
そ
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

市
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め

に
は
、
一
刻
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
市
内
約
７

０
０
カ
所
の
身
近
な
診
療
所
で

の
接
種
を
基
本
と
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
予
見
さ
れ
る
人
な
ど
に
対
応
す
る

基
幹
的
な
病
院
で
の
接
種
、
公
共
施
設

等
で
の
集
団
接
種
、
高
齢
者
施
設
等
へ

の
出
張
接
種
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
少
し
で
も
早
く
、
よ
り
多

く
の
人
に
接
種
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
支
え

る
地
場
中
小
企
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
継
続
が
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

緊
急
経
済
対
策
が
実
施
さ
れ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

問答

問問

問

問

問問

答答

答答

答

問問 答 答

答

コ
ロ
ナ
禍
で
増
加
す
る
倒
産
等
に
対
す
る

施
策
の
展
開
と
相
談
体
制
の
拡
充
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
者
等
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
に
向
け
た
考
え
を
問
う

保
健
所
体
制
の
強
化
を

地
域
防
災
力
の
強
化
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
を

世
界
水
泳
選
手
権
福
岡
大
会
は

中
止
を
提
起
す
べ
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
準
備
を

平
和
資
料
館
の
建
設
を

問 本
市
に
現
役
世
代
を

つ
な
ぎ
留
め
る
た
め
の
施
策
の
展
開
を

福
岡
市
民

ク
ラ
ブ

見
込
め
な
い
現
状
に
お
い
て
、
さ
ら
な

る
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
事
業
者
等
へ
の
支

援
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

事
業
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
感
染
の
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
基
本
と
し
、
事
業

継
続
と
雇
用
を
支
え
る
と
と
も
に
、
生

活
様
式
や
社
会
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
わ

る
機
会
を
捉
え
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
な

ど
、
新
し
い
価
値
の
創
造
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
促
進
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
休
園
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
保
育
所
や
保
護
者
へ
の
支
援

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
で
、
保
護
者

の
育
児
に
関
す
る
不
安
や
地
域
か
ら
の

孤
立
な
ど
、
さ
ら
な
る
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
虐
待
の
未
然
防
止
に
向

け
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
保
育
所

等
が
休
園
し
た
場
合
、
施
設
へ

の
対
応
を
適
宜
教
示
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
保
護
者
へ
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

の
利
用
料
に
対
す
る
助
成
を
実
施
す

る
。
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
は
、
新
た

に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
各
区

に
設
置
す
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
見
守
り
訪
問
な

ど
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
各

区
の
要
保
護
児
童
支
援
地
域
協
議
会
な

ど
に
お
い
て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
な

が
ら
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
生
活
の
在
り
方
を
考
え

る
機
会
と
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
な
ど
の
知
識
や
情
報
を
、
市
民
に
提

供
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
情
報
提
供

に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り
制

度
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

本
市
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
依
頼
等
が
、
地
域
に
と

っ
て
は
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
地
域
へ
の
負
担
軽
減
と
協

力
依
頼
等
の
見
直
し
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

地
域
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

は
、
負
担
軽
減
に
向
け
、
引
き

続
き
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
時
に
、
適
切
な
避
難
行
動

を
取
る
た
め
に
必
要
な
災
害
情

報
や
避
難
情
報
は
、
防
災
メ
ー
ル
や
各

種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
発
信
さ
れ
て
お
り
、多

く
の
人
が
身
近
な
情
報
を
取
得
す
る
手

段
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

通
信
機
器
を
利
用
し
て
い
る
。
災
害
時

の
通
信
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
お
よ
び
通
信
状
況
の
改
善

推
進
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
信

を
問
う
。通

信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、避
難
所
と
な
る
公
民
館
に
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
Ｆ

ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
通
信
拠
点
の

拡
大
と
機
能
向
上
に
努
め
て
い
く
。

現
在
、
商
店
街
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
売

り
上
げ
が
減
少
す
る
な
ど
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
商
店
街
が

地
域
に
お
い
て
果
た
す
役
割
や
機
能
の

重
要
性
を
十
分
に
理
解
し
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
も
地
域
の
要
望
や
期
待

に
応
え
よ
う
と
頑
張
る
商
店
街
を
行
政

が
し
っ
か
り
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
商
店
街
が
地
域
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
存
在
と
な
り
、
そ
の
価
値
を
一

層
高
め
る
よ
う
に
、
活
力
あ
る
地
域
商

店
街
の
創
出
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

活
力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出

に
つ
い
て
は
、
商
店
街
を
応
援

す
る
組
織
づ
く
り
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
な
ど
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た

商
店
街
づ
く
り
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
。

近
年
、
世
界
中
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
技

術
が
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
お

り
、
本
市
で
も
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用

し
て
「
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ

ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
て
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
九
州
大
学
箱
崎
キ

ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
先
進
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
に
生
じ
た
変

化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ
る
空

間
整
備
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
の
誘
導

を
行
う
と
と
も
に
、
最
先
端
技
術
に
よ

る
快
適
で
質
の
高
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
都
市
空
間
の
創
出
に
向
け
、
「
Ｆ
ｕ

ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

障
が
い
児
等
へ
の
保
育
、
教
育

環
境
の
整
備
等
が
必
要
で
あ

り
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
環
境
整
備
や
適

切
な
対
応
は
、
心
の
ゆ
と
り
を
持
っ
て

育
む
保
育
や
教
育
全
体
の
豊
か
さ
に
も

つ
な
が
る
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
と
支
援
は
足
り
て
お
ら
ず
、
保
育

や
教
育
の
現
場
の
職
員
等
の
充
実
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
保

育
に
つ
い
て
は
、
研
修
会
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
特
性
に

合
わ
せ
た
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
施

設
長
等
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
特

別
支
援
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
中
心
と
し
た
校
内
支
援
委
員
会
の

充
実
な
ど
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

研
修
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
問
題
に

つ
い
て
、本
人
に
同
意
な
く
提
供

し
て
い
る
が
、
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

約
３
万
人
の
名
簿
が
自
衛
官
募
集
の
た

め
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
、
自

治
体
の
責
任
と
し
て
具
体
的
に
市
民
に

説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
撤
回
と
市
民
へ

の
説
明
に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

自
衛
隊
へ
の
募
集
対
象
者
情
報

の
提
供
に
つ
い
て
は
、
個
人
情

報
保
護
審
議
会
の
答
申
お
よ
び
付
帯
意

見
を
踏
ま
え
、
情
報
の
提
供
を
望
ま
な

い
人
を
除
外
す
る
制
度
を
新
設
し
、
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
自
衛
隊

と
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
協

定
を
締
結
す
る
な
ど
、
管
理
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。

　

感
染
症
に
係
る
検
査
や
補
償
な
ど
を

最
優
先
と
す
る
予
算
に
組
み
替
え
る
べ
き

就労支援窓口
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自
民
党
新
福
岡

緑
と
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
活
動
の

停
滞
に
伴
い
想
定
さ
れ
る
、
倒

産
・
失
業
・
解
雇
の
増
加
に
対
す
る
さ
ら

な
る
施
策
展
開
と
、
相
談
体
制
の
拡
充

を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

企
業
の
倒
産
等
に
対
す
る
施
策

に
つ
い
て
は
、
融
資
制
度
の
拡

充
や
、
経
営
相
談
、
専
門
家
派
遣
な
ど

の
総
合
的
な
支
援
に
よ
り
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
失
業
・
解
雇

に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
会
社

説
明
会
の
開
設
や
就
労
相
談
窓
口
で
の

支
援
の
ほ
か
、
国
お
よ
び
県
と
の
連
携

な
ど
に
よ
り
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。本

市
の
成
長
が
著
し
い
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
内
の
地
価
や
家
賃

の
高
騰
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
子
育
て

支
援
策
を
求
め
て
、
現
役
フ
ァ
ミ
リ
ー

世
代
が
市
外
に
移
り
住
む
傾
向
を
強
く

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
負
担
感
が
大
き

い
と
さ
れ
る
現
役
世
代
を
本
市
に
つ
な

ぎ
留
め
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

創
業
支
援
や
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
創
出
を
図
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や
教
育
環

境
の
充
実
に
取
り
組
む
な
ど
、
誰
も
が

働
き
や
す
く
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

感
染
症
対
策
に
係
る
保
健
師
な

ど
の
専
門
職
の
増
員
を
図
る
こ

と
と
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
食
品
衛
生

に
関
す
る
検
査
や
指
導
に
加
え
、
感
染

症
予
防
対
策
に
必
要
な
換
気
の
仕
方
な

ど
、
飲
食
店
が
安
心
し
て
営
業
が
で
き

る
よ
う
な
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
を

高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

感
染
症
対
策
の
中
核
を
担
う
保

健
所
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
長

の
専
任
化
や
保
健
師
等
の
増
員
を
行
う

と
と
も
に
、
業
務
の
集
約
化
、
委
託
化

等
に
よ
り
、
対
策
に
専
念
で
き
る
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
飲
食

店
に
対
し
て
は
、
感
染
症
対
策
に
係
る

相
談
・
助
言
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
が

非
常
時
に
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
に
、

避
難
所
運
営
支
援
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養

成
等
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
実
効
性
の
高
い
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
策
定
し
、
名
簿
を
活
用
し
た

避
難
支
援
体
制
を
全
て
の
校
区
で
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
知

る
自
治
協
議
会
と
の
連
携
を
前
提
に
運

営
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
所
見
を
問
う
。

地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
案
を
提
出
し
て

お
り
、
個
別
計
画
の
作
成
支
援
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
所
の
運
営
を

学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
運

営
を
支
援
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
育
成

を
図
る
な
ど
、
行
政
・
市
民
・
企
業
の

共
創
に
よ
る
防
災
先
進
都
市
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
大
型
開
発
の

推
進
予
算
が
引
き
続
き
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
推
進
を
い
っ

た
ん
停
止
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
検
査
や
補
償
、手
厚
い
ケ
ア

を
最
優
先
す
る
よ
う
に
予
算
を
抜
本
的

に
組
み
替
え
る
べ
き
だ
が
所
見
を
問
う
。

令
和
３
年
度
予
算
案
は
、
令
和

２
年
度
２
月
補
正
予
算
と
一
体

的
に
編
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
新
た
な
時
代
に
お
い
て
も
、
総

合
計
画
を
推
進
し
、
都
市
の
成
長
と
生

活
の
質
の
向
上
の
好
循
環
を
創
り
出
す

た
め
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
い

る
。

新
し
い
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
策
定
に
際
し
て
、
管
理
職

比
率
等
は
男
女
同
数
を
目
指
す
と
と
も

に
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
そ
の
立
場

を
貫
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を
禁
じ
る
条
例

や
、
多
様
な
性
の
在
り
方
を
尊
重
し
、
差

別
を
禁
じ
る
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
暴
行
脅
迫
要
件
の
撤
廃
な

ど
刑
法
改
正
や
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
の

導
入
の
た
め
の
民
法
改
正
を
国
に
求
め

る
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
問
う
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
女
性
の
管
理
職
登
用
や

本
市
の
審
議
会
等
へ
の
参
画
に
向
け
た

取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
講
演
会

の
実
施
な
ど
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
相
談

に
対
応
し
て
い
く
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
他
都
市
と
の
連

携
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業
や

団
体
に
対
し
て
引
き
続
き
理
解
を
促
進

し
て
い
く
。
刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
改

正
や
、
民
法
の
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導

入
は
、
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
収
束
が
見
通
せ
な
い
の

に
、
来
年
５
月
開
催
に
し
が
み

つ
き
、
事
業
費
が
当
初
よ
り
50
億
円
も

膨
ら
ん
で
い
る
世
界
水
泳
選
手
権
福
岡

大
会
は
中
止
を
提
起
す
べ
き
と
思
う
が

所
見
を
問
う
。

世
界
水
泳
選
手
権
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
加
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
本
市

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
寄
与
す
る
絶
好

の
機
会
で
あ
り
、
引
き
続
き
事
業
費
の

削
減
と
収
入
の
最
大
化
を
図
り
な
が

ら
、
大
会
成
功
に
向
け
開
催
準
備
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
に
公
立
の
平
和
資
料
館
の

設
置
を
求
め
る
運
動
が
、
か
つ

て
な
い
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
戦
争

の
悲
惨
さ
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
、
常
設
の
平
和
資
料
館
を
建

設
す
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
問
う
。

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
正
し
く
伝
え
て
い
く

た
め
、
博
物
館
や
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
戦
時
関
係
資
料
の
展
示
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
そ
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

市
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め

に
は
、
一
刻
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
市
内
約
７

０
０
カ
所
の
身
近
な
診
療
所
で

の
接
種
を
基
本
と
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
予
見
さ
れ
る
人
な
ど
に
対
応
す
る

基
幹
的
な
病
院
で
の
接
種
、
公
共
施
設

等
で
の
集
団
接
種
、
高
齢
者
施
設
等
へ

の
出
張
接
種
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
少
し
で
も
早
く
、
よ
り
多

く
の
人
に
接
種
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
支
え

る
地
場
中
小
企
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
継
続
が
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

緊
急
経
済
対
策
が
実
施
さ
れ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

見
込
め
な
い
現
状
に
お
い
て
、
さ
ら
な

る
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
事
業
者
等
へ
の
支

援
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

事
業
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
感
染
の
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
基
本
と
し
、
事
業

継
続
と
雇
用
を
支
え
る
と
と
も
に
、
生

活
様
式
や
社
会
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
わ

る
機
会
を
捉
え
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
な

ど
、
新
し
い
価
値
の
創
造
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
促
進
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
休
園
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
保
育
所
や
保
護
者
へ
の
支
援

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
で
、
保
護
者

の
育
児
に
関
す
る
不
安
や
地
域
か
ら
の

孤
立
な
ど
、
さ
ら
な
る
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
虐
待
の
未
然
防
止
に
向

け
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
保
育
所

等
が
休
園
し
た
場
合
、
施
設
へ

の
対
応
を
適
宜
教
示
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
保
護
者
へ
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

の
利
用
料
に
対
す
る
助
成
を
実
施
す

る
。
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
は
、
新
た

に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
各
区

に
設
置
す
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
見
守
り
訪
問
な

ど
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
各

区
の
要
保
護
児
童
支
援
地
域
協
議
会
な

ど
に
お
い
て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
な

が
ら
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
生
活
の
在
り
方
を
考
え

る
機
会
と
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
な
ど
の
知
識
や
情
報
を
、
市
民
に
提

供
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
情
報
提
供

に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り
制

度
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

本
市
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
依
頼
等
が
、
地
域
に
と

っ
て
は
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
地
域
へ
の
負
担
軽
減
と
協

力
依
頼
等
の
見
直
し
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

地
域
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

は
、
負
担
軽
減
に
向
け
、
引
き

続
き
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
時
に
、
適
切
な
避
難
行
動

を
取
る
た
め
に
必
要
な
災
害
情

報
や
避
難
情
報
は
、
防
災
メ
ー
ル
や
各

種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
発
信
さ
れ
て
お
り
、多

く
の
人
が
身
近
な
情
報
を
取
得
す
る
手

段
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

通
信
機
器
を
利
用
し
て
い
る
。
災
害
時

の
通
信
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
お
よ
び
通
信
状
況
の
改
善

推
進
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
信

を
問
う
。通

信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、避
難
所
と
な
る
公
民
館
に
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
Ｆ

ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
通
信
拠
点
の

拡
大
と
機
能
向
上
に
努
め
て
い
く
。

現
在
、
商
店
街
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
売

り
上
げ
が
減
少
す
る
な
ど
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
商
店
街
が

地
域
に
お
い
て
果
た
す
役
割
や
機
能
の

重
要
性
を
十
分
に
理
解
し
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
も
地
域
の
要
望
や
期
待

に
応
え
よ
う
と
頑
張
る
商
店
街
を
行
政

が
し
っ
か
り
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
商
店
街
が
地
域
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
存
在
と
な
り
、
そ
の
価
値
を
一

層
高
め
る
よ
う
に
、
活
力
あ
る
地
域
商

店
街
の
創
出
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

活
力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出

に
つ
い
て
は
、
商
店
街
を
応
援

す
る
組
織
づ
く
り
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
な
ど
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た

商
店
街
づ
く
り
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
。

近
年
、
世
界
中
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
技

術
が
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
お

り
、
本
市
で
も
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用

し
て
「
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ

ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
て
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
九
州
大
学
箱
崎
キ

ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
先
進
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
に
生
じ
た
変

化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ
る
空

間
整
備
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
の
誘
導

を
行
う
と
と
も
に
、
最
先
端
技
術
に
よ

る
快
適
で
質
の
高
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
都
市
空
間
の
創
出
に
向
け
、
「
Ｆ
ｕ

ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

障
が
い
児
等
へ
の
保
育
、
教
育

環
境
の
整
備
等
が
必
要
で
あ

り
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
環
境
整
備
や
適

切
な
対
応
は
、
心
の
ゆ
と
り
を
持
っ
て

育
む
保
育
や
教
育
全
体
の
豊
か
さ
に
も

つ
な
が
る
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
と
支
援
は
足
り
て
お
ら
ず
、
保
育

や
教
育
の
現
場
の
職
員
等
の
充
実
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
保

育
に
つ
い
て
は
、
研
修
会
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
特
性
に

合
わ
せ
た
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
施

設
長
等
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
特

別
支
援
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
中
心
と
し
た
校
内
支
援
委
員
会
の

充
実
な
ど
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

研
修
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
問
題
に

つ
い
て
、本
人
に
同
意
な
く
提
供

し
て
い
る
が
、
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

約
３
万
人
の
名
簿
が
自
衛
官
募
集
の
た

め
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
、
自

治
体
の
責
任
と
し
て
具
体
的
に
市
民
に

説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
撤
回
と
市
民
へ

の
説
明
に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

自
衛
隊
へ
の
募
集
対
象
者
情
報

の
提
供
に
つ
い
て
は
、
個
人
情

報
保
護
審
議
会
の
答
申
お
よ
び
付
帯
意

見
を
踏
ま
え
、
情
報
の
提
供
を
望
ま
な

い
人
を
除
外
す
る
制
度
を
新
設
し
、
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
自
衛
隊

と
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
協

定
を
締
結
す
る
な
ど
、
管
理
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。

　

答答 コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を

問

問

答答

地
域
の
負
担
と
な
っ
て
い
る

市
か
ら
の
協
力
依
頼
等
は
見
直
し
を

問 災
害
時
の
た
め
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
や
通
信
状
況
の
改
善
推
進
を

問答 市
民
に
老
人
ホ
ー
ム
等
の
情
報
提
供
を

問

答

活
力
あ
る
地
域
商
店
街
の
創
出
を

問答

答答

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
は
撤
回
す
べ
き

問 障
が
い
児
等
の
保
育
、

教
育
環
境
の
整
備
等
を

問 コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
九
大
箱
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

老人ホーム等の情報を提供するガイドブック

ハンドルのない自動運転小型バス試乗会

児童生徒の支援の方法について協議する様子

※

１　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

　
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
等
の
変
革
。

※

２　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

　
予
約
型
の
運
行
形
態
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
。

※

３　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
人
の
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
と
森
林
な
ど
に
よ
る
吸
収
量

を
等
し
く
し
て
、プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

（
実
質
ゼ
ロ
）に
す
る
こ
と
。

※

１
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会派の主張新型コロナウイルスの影響が長引く中、感染拡大防止の切り札とさ
れるワクチン接種事業が今後本格化します。しかしながら、感染症の
脅威が直ちに去るとは断言できません。本市は引き続き医療・検査体
制の充実や、ウィズコロナ時代の新しい生活様式の普及・啓発に取り
組むなど、今後の再流行を何としても防ぎ、市民の命と健康を守る必
要があります。
同時に、経済の底上げも重要です。私たち自由民主党福岡市議団は、

これまで市長に対して４次にわたるコロナ対策の政策提言を行い、特
に今年１月に発出された緊急事態宣言に当たっては、時短や外出自粛
の影響を受けた事業者に対する給付支援や、経済的な困難を抱える学
生への特別給付など、多くの提言内容を実現することができました。
他方、コロナ禍においても少子化や高齢化の進展に伴うさまざまな

政策課題など、対応を急ぐべき問題は待ってはくれません。市議会最
大会派として責任ある政策提言を継続してまいります。

自由民主党福岡市議団

https://www.jimin-fukuokacity.com/ホームページ

令和３年度予算の審議に当たり、コロナ禍を乗り越えるための感染
防止と経済対策の強化と合わせ、会派が主張する「福岡市のめざすべ
き都市像」について、以下の四つの視点からさまざまな政策提案を行
いました。
○生活保障戦略…一人ひとりの命と幸せを大切にする社会
○成長戦略…人と技術の結びつきが新たな価値を生み出す創造都市
○地域主権戦略…市民が自ら発言し議論し決定する仕組みづくり
○共生戦略…一人ひとりの生命と尊厳を守り誰もが安心できる共生社会
主な提案としては、保育環境の整備や義務教育に係る保護者の経済

的な負担軽減などの子育て支援施策、高齢者の移動や外出を支援する
制度の拡充、介護サービスの充実に向けた本市独自の支援策、利用者
が急増している自転車対策と快適な歩行空間の整備、中小企業に対す
る人材獲得支援や起業・新規事業者に対する支援の充実、男女が参画
した地域防災力の強化など、新年度予算に反映させるように求めま
した。

福岡市民クラブ
ＳＤＧｓの「誰一人取り残さない」の目標である2030年までの「行動

の10年」は、私たちにとって大きな社会変革のチャンスです。
公明党が進めた「全世代型社会保障」、特に教育負担の軽減のための

‶３つの無償化"が令和２年度から実現できていたことは、コロナ禍の
影響で家計が急変する中、多くの国民の方々から喜びの声をいただき
ました。
政策は‶先手必勝"であります。時代を見据え、できないとあれこれ

悩むのではなく、できることを見つけていく、そうした勇猛果敢な姿勢
で令和３年度の政策提案を行いました。
新年度は、公明党が推進したコロナ禍の生活支援対策や子ども医療

費助成の拡充など市民に寄り添った数多くの施策が実施されます。
感染拡大防止対策と地域経済回復の両立という難しい舵取りを「市

民の生命と暮らしを守る」ことを第一義として行ってまいります。

公明党福岡市議団

私たち福岡令和会は、新しい時代を切り開く政策集団です。
真の市民会派として、皆さまの声をしっかりと聞き、少子高齢化時

代にあっても発展し続ける福岡市を目指し、活動を続けています。
新年度においては、会派の基本政策である「行財政改革」を着実に

推進し、財政健全化を図るとともに、市民生活を支える必要な財源確
保に取り組むことを要望しています。さらに、新型コロナウイルス対
策における経済支援や、異常気象、自然災害に対する備えなど、さま
ざまな危機を予測し先手を打つことで、市民に不安を与えることが
ないように、さらに引き締めて市政運営に取り組むように要望して
います。
これからも、真の市民会派として「未来を担う子ども達はもちろん、

高齢者や障がい者など誰もが安心して暮らせる福岡市」の実現に向
けて、是々非々の立場で鋭意努力をしてまいります。

福岡令和会
コロナ対策、命・暮らし最優先に
　・ワクチン頼みでなく社会的・面的検査強化を
　・地元中小業者への十分な補償・支援を
　・医療・福祉などケアに手厚く、国保料引き下げを
　・少人数学級はきちんと教員・教室を増やして
こんなとき不要不急事業は中止・見直しを
　・天神ビッグバン24億円（新年度）
　・人工島事業120億円（新年度）
　・世界水泳180～190億円（総額）
ジェンダー平等、温室効果ガス排出ゼロに
　・意思決定の場での男女を同数に
　・再エネ普及率目標を８％から大幅引き上げを
市民と野党の共闘で政治を変えます！

日本共産党福岡市議団

「いのちを政治のど真ん中に！」。私たちは、いのち・暮らし・環境を最
優先する政治を提案しています。
コロナ禍は医療や介護、貧困と格差の拡大など、これまでの経済効

率優先の政策の問題点を浮き彫りにしました。「誰一人取り残さない」
ための政策が必要です。私たちは、生活に困窮する市民への支援や、中
小企業・小規模事業所などへの支援、医療・介護・保育などの従事者へ
の支援を特に訴えてきました。また、子どもたちの教育環境や生活環
境の改善も求めてきました。
私たちの暮らしを便利にすると言われている人工知能（ＡＩ）や５Ｇ

などの最新技術は、個人情報保護の問題や健康被害の問題などの懸念
もあり、慎重に進めるべきです。
また、近年の異常気象をはじめ、さまざまな環境危機も深刻です。髙

島市長が掲げる「2040年脱炭素（ゼロカーボン）」を達成するため、脱化
石燃料はもちろん、脱原発、そして再エネ100％の実現を目指して政策
提案していきます。

緑の党と市民ネットワークの会
長い歴史を有するこの『福岡市』は、古来より世界、特にアジアとの交

流によって、さまざまな刺激また影響を受け発展を遂げてまいりました。
本市は商業・運輸業・サービス業といった第３次産業を中心とした

まちの特性を踏まえ、ＭＩＣＥの推進等による集客、交流人口の増加に
取り組んできました。その結果、昨年５月には人口が160万人を突破す
る等、日本一元気なまちと言われるまでになりました。
しかし昨年、新型コロナウイルス感染症の拡大により、本市でも大

きなダメージを受けました。そこで、これまでの常識や慣例に縛られ
ることなく、マインドセットを大きく変えるチャンスです。この福岡か
ら発信していけば日本全体にも広がる可能性があります。
私たち自民党新福岡は、このピンチをチャンスと捉え、引き続き地

域のために何ができるかを常に問い、地域の声をカタチにするために
汗を流し、自分たちが生まれ育ったこの大好きな福岡をもっと良いま
ちにするために全力で取り組んでまいります。

自民党新福岡

令和３年度予算案や
条例案に対する
各会派の主張です。

http://midoritonet.info/ホームページ

https://www.komei-fukuokacity.net/ホームページ https://fukuokashimin.jp/ホームページ

https://www.facebook.com/fukuokareiwakai/フェイスブック

エスディージーズ

http://www.jcp-fukuoka.jp/ホームページ

https://shinfukuoka.com/ホームページ
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開
業
区
間
は
、感
染
対
策
に
配
慮

し
つ
つ
引
き
続
き
利
用
促
進
に
努
め

る
と
の
報
告
を
受
け
た
。延
伸
事
業

は
、令
和
４
年
度
の
開
業
に
向
け
、安

全
を
最
優
先
に
工
事
を
推
進
し
て
お

り
、開
業
後
の
料
金
制
度
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
、中
間
駅（
仮
称
）は
駅

周
辺
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
等
に

資
す
る
駅
に
な
る
よ
う
に
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
な
ど
の
報
告
を
受
け

た
。沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、

一
定
の
成
果
が
見
え
て
き
た
と
の
報

告
を
受
け
た
。

　

安
全
を
最
優
先
と
し
た
延
伸
事
業

の
推
進
等
に
つ
い
て
、市
民
へ
の
情

報
発
信
等
に
留
意
し
な
が
ら
、総
合

的
な
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

●
高
速
鉄
道
２
号
線
と
西
鉄
貝
塚
線

と
の
直
通
運
転

　

貝
塚
駅
で
の
増
結
・
分
離
案
に
つ

い
て
費
用
対
効
果
等
を
試
算
し
た
結

果
、国
の
補
助
採
択
基
準
を
満
た
す

こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

多
く
の
沿
線
住
民
が
要
望
す
る
長

年
の
重
要
課
題
で
あ
り
、引
き
続
き

調
査
・
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

●
生
活
交
通
の
在
り
方

　

公
共
交
通
空
白
地
と
な
る
地
域
等

に
お
け
る
支
援
の
取
り
組
み
状
況
、

住
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能

な
生
活
交
通
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
・
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
交
通
混
雑
対
策

　

パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
等
の
全
市

的
な
取
り
組
み
、都
心
循
環
Ｂ
Ｒ
Ｔ

の
検
証
結
果
等
の
都
心
部
に
お
け
る

取
り
組
み
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
社
会
状
況
の
変
化
等
を

注
視
し
な
が
ら
、引
き
続
き
調
査
・
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
●
滑
走
路
増
設
事
業

　

滑
走
路
、誘
導
路
の
整
備
等
や
土

壌
汚
染
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

●
ヘ
リ
機
能
移
設

　

移
設
先
の
東
区
の
奈
多
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
な
ど

の
報
告
を
受
け
た
。

●
民
間
委
託
後
の
運
営
会
社
と
の
連
携

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
や
安
全
・
安
心
で
周
辺

地
域
に
寄
り
添
っ
た
空
港
運
営
を
継

続
す
る
こ
と
な
ど
を
運
営
会
社
に
要

請
し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

滑
走
路
増
設
の
進
捗
状
況
、運
営

会
社
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
、引
き

続
き
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間
の
福
岡

都
市
圏
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
新
た
な
広
域
行
政
計
画
の

原
案
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

新
た
な
計
画
に
基
づ
き
、各
施
策
が

効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
、引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
て
、自
治
協
議
会
や
自

治
会
・
町
内
会
の
位
置
付
け
や
地
域
へ

の
支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、令
和
２

年
11
月
に
は
、中
間
報
告
が
出
さ
れ
た

こ
と
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
関
心
の
低
下
や
地
域
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
市
か

ら
の
依
頼
事
項
の
削
減
な
ど
の
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
等

に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
・
検
討
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
８
期
福
岡
市
介
護
保
険
事
業
計

画（
原
案
）に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、そ
の
有

す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
生
活
を

安
心
し
て
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考

え
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
福
岡
１
０
０
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、人
生
１
０
０
年
時

代
を
見
据
え
、誰
も
が
健
康
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
総
合
的

な
推
進
と
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な

運
営
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、高
齢

者
と
家
族
の
実
態
を
十
分
に
把
握
す

る
と
と
も
に
、介
護
事
業
者
等
へ
の

支
援
、買
い
物
や
移
動
支
援
に
よ
る

生
活
基
盤
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、今

後
と
も
引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
５
次
福
岡
市
子
ど
も
総
合
計
画

の
概
要
に
つ
い
て
、三
つ
の
目
標
ご

と
に
体
系
化
し
た
施
策
の
う
ち
、子

ど
も
、若
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の

た
め
の
施
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

同
計
画
に
基
づ
く
子
ど
も
施
策

と
、若
者
や
家
族
に
対
す
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
・
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

福
岡
市
働
く
女
性
の
活
躍
推
進
計

画（
第
２
次
）に
つ
い
て
、同
計
画
は
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、市
域
内
に
お
け
る
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
施
策
を
計
画
的
、効
果
的
に
進
め

る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　

同
計
画
に
基
づ
く
女
性
活
躍
推
進

の
施
策
と
、働
き
た
い
女
性
が
多
様
な

働
き
方
が
で
き
る
た
め
の
支
援
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

議
会
報
告
会
、参
考
人
招
致
お
よ

び
公
聴
会
の
活
用
な
ら
び
に
理
事
者

の
発
言
権（
反
問
権
）に
つ
い
て
、条

例
に
規
定
す
る
か
否
か
を
含
め
て
、

そ
の
実
施
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。ま
た
、条
例
を
制
定
す
る

こ
と
と
す
る
場
合
の
検
討
項
目
に
つ

い
て
の
資
料
配
布
を
行
い
、調
査
項

目
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
今
後
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。引
き
続
き
調

査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
議
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

　

他
都
市
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
等
の

設
置
状
況
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
状
況
等
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

た
。引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

●
育
児
・
介
護
を
理
由
と
し
た
会
議

欠
席
等

　

会
議
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
欠

席
理
由
に
育
児
・
介
護
を
追
加
す
る

と
の
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

交
通
対
策
特
別
委
員
会

都
市
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

少
子
・
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

高
速
鉄
道
３
号
線
と

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

福
岡
空
港

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
基
本
条
例

議
会
改
革

高
齢
化
対
策

広
域
的
行
政

住
民
自
治
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

少
子
化
対
策

都
心
部（
副
都
心
お
よ
び
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
を
含
む
）に

お
け
る
道
路
交
通
の
円
滑
化

工事の進捗状況＜中間駅（仮称）＞

令和２年３月に供用開始された奈多ヘリポート

女性の起業スキルアップセミナー

福
岡
都
市
圏
に
お
け
る
公
共
交
通

特
別
委
員
会
の
調
査
報
告

　

特
定
の
問
題
を
審
査
ま
た
は
調
査
す
る
た
め
に
四
つ
の
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
会
か
ら
、調
査
の
経
過
お
よ
び
集
約
さ
れ
た
意
見

に
つ
い
て
、本
会
議
で
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。要
旨

は
次
の
通
り
で
す
。（
特
別
委
員
会
の
動
き
は
８
面
参
照
）

しんちょく

詳細はこちら
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常任委員会の動き
（12月19日～３月26日）

特別委員会の動き
（12月19日～３月26日）

「福岡市土地開発公社の解散について」
ほか６件の議案審査や、「市男女共同
参画課、女性活躍推進課のアミカス移
転を見直すことについて」の請願審査

「令和３年度福岡市一般会計補正予算
案（第１号）」ほか２件の議案審査や、
「公立夜間中学校の設置について」ほか
２件の請願審査

「令和２年度福岡市一般会計補正予算
案（第７号）」ほか６件の議案審査や、
「人工島関連予算案を否決し、人工島
事業の抜本的見直しを行うことについ
て」の請願審査

「東部資源化センタープラント設備更新
工事請負契約の一部変更について」ほ
か９件の議案審査や、「2030年度の温
室効果ガスの削減目標の大幅引上げに
ついて」ほか１件の請願審査

「令和２年度福岡市一般会計補正予算
案（第７号）」ほか７件の議案審査や、
「九州大学箱崎キャンパス跡地の利活
用について」ほか１件の請願審査

委員会名 案　　件

総務財政
委員会

教育こども
委員会

経済振興
委員会

福祉都市
委員会

生活環境
委員会

※常任委員会・特別委員会での審査・調査の詳細に
ついては、毎月発行の議会月報に掲載しています。
議会月報は総合図書館、各区の図書館、情報プラ
ザ（市役所１階）などで閲覧できます。また、市議会
ホームページの「会議録」にも掲載しています。
（ホームページへの掲載には、約３カ月を要します。）
※常任委員会・特別委員会は傍聴することができま
す。（人数には限りがあります。）

案　　　件委員会名

○議会基本条例に関する調査
○議会改革に関する調査
・議場のＩＣＴ化について
○中間報告等について

○少子化対策に関する調査
・子ども・若者の自立と社会
　参加施策の実施状況につい
　て
・福岡市働く女性の活躍推進
　計画（第２次）（案）について
○中間報告等について

【問い合わせ先】
議会事務局議事課（市役所議会棟8階） 
      711‒4746　    733‒5869電話 FAX

○福岡空港に関する調査
・福岡空港の機能強化等につ
　いて
○住民自治、地域コミュニティ
　に関する調査
・コミュニティ施策の取組に
　ついて
○中間報告等について

○高速鉄道３号線と沿線のま
　ちづくりに関する調査
・３号線の計画等について
・３号線沿線のまちづくりに
　ついて
○福岡都市圏における公共交
　通に関する調査
・高速鉄道２号線と西鉄貝塚
　線との直通運転について
・生活交通のあり方について
○中間報告等について

請 願 ２・３月定例会で結論が出た請願

不採択 ○人工島関連予算案を否決し、人工島事
業の抜本的見直しを行うことについて

会 派
　緑と市民ネットワークの会の会
派名が、４月１日付で緑の党と市民
ネットワークの会に変わりました。
　無所属の淀川幸二郎議員が４月
１日付で自由民主党福岡市議団に
入会しました。
　これらに伴い議会の構成が次の
ように変わりました。（令和３年４
月１日現在）

自由民主党福岡市議団

公明党福岡市議団

福岡市民クラブ

日本共産党福岡市議団

福岡令和会

自民党新福岡

緑の党と市民ネットワークの会

無所属議員

19人

12人

10人

６人

６人

４人

２人

３人

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

　元福岡市長・元福岡市議会議員、山崎
廣太郎氏（79歳）が３月11日に逝去されま
した。謹んでお悔やみ申し上げます。

福岡市議会会議規則
の一部改正

　請願を提出する場合、これまで
は請願者の押印が必要でしたが、
利便性向上のため、会議規則を改
正し、請願者が署名（自署）する場
合は押印を不要としました。

（請願書の記載事項）
第96条第１項　請願書には，邦
　文を用い，請願の趣旨，提出年
　月日及び請願者の住所を記載
　し，請願者が署名又は記名押
　印しなければならない。

条例予算特別委員会
の設置

　令和３年度関係議案を審査するため、条例
予算特別委員会が３月９日に設置され、予算
案や条例案など80件の議案を審査しました。
（全議員62人で構成）

交通対策
特別委員会

都市問題等調査
特別委員会

少子・高齢化対策
特別委員会

議会改革調査
特別委員会

委 員 長

副委員長

落石　俊則

中島まさひろ　　池田　良子
堤田　　寛　　　川上　陽平
高木　勝利

ベスト電器スタジアム
（博多区東平尾公園）での試合予定 （6/14まで）

5/１

5/９

5/19

5/22

午後２時

午後２時

午後７時

午後５時

浦和レッズ

柏レイソル

サガン鳥栖

湘南ベルマーレ

（土）

（日）

（水）

（土）

試合日

※日程は変更となる場合があります。
　事前にアビスパ福岡ホームページでご確認ください。

開始時間 対戦相手

J1昇格

市議会ホームページを
ご覧ください

令和３年３月にデザインを変更しました。

市議会ホームページのトップページ

アビスパ福岡


